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〈
鳴
く
虫
〉・〈
前
栽
掘
り
〉
の
興

　
　
―
平
安
物
語
研
究
の
た
め
に
―

飯
沼
清
子

　
　
　

緒
言

　
『
小
右
記
』
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）
八
月
二
十
三
日
条
に
興
味
深
い

記
事
が
あ
る
。

　
　

�

二
十
三
日
、
甲
寅
、（
前
略
）
隨
身
等
執
松
虫
・
鈴
虫
、
放
參
堂
之

路
邊
叢
中
、
其
聲
有
興
、（

引
用
は
大
日
本
古
記
録
に
拠
る
。
以
下
同
）

　

藤
原
実
資
が
随
身
ら
に
「
松
虫
・
鈴
虫
」
を
捕
ら
せ
、「
堂
」
―
新
造

の
念
誦
堂
に
通
じ
る
路
辺
に
放
さ
せ
た
と
こ
ろ
、虫
の
声
が
面
白
か
っ
た
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
実
資
は
こ
の
年
六
十
七
歳
、
正
二
位
で
、
右
大
将
を

兼
ね
た
右
大
臣
で
あ
っ
た
。
規
定
ど
お
り
で
あ
れ
ば
八
人
の
随
身
が
い
た

こ
と
に
な
る
。
虫
を
捕
っ
た
の
は
全
員
な
の
か
、
そ
の
う
ち
の
何
人
な
の

か
は
わ
か
ら
な
い
。
童
な
ど
も
加
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
に

し
て
も
、
こ
の
記
述
は
何
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

実
資
に
と
っ
て
念
誦
堂
の
建
立
は
「
宿
念
」（
長
和
四
年
〈
一
〇
一
五
〉

五
月
二
十
二
日
条
）
で
あ
っ
た
。
治
安
三
年
五
月
以
降
の
記
事
よ
る
と
、

完
成
途
上
か
ら
公
卿
や
僧
侶
が
こ
れ
を
見
る
た
め
に
訪
れ
て
い
る（

（
（

。
実
資
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が
精
魂
を
傾
け
て
建
立
し
た
念
誦
堂
の
路
辺
の
草
む
ら
か
ら
聞
こ
え
る
虫

の
声
は
、
読
経
の
場
に
風
雅
を
添
え
た
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
こ
と
は

作
庭
上
の
野
筋
と
も
関
わ
る（

（
（

。

　

さ
て
、
筆
者
は
こ
こ
で
考
え
る
。「
虫
（
音
）」
と
「
堂
」
と
の
対
比
に

見
ら
れ
る
美
意
識
の
あ
り
よ
う
で
あ
る
。「
堂
」
を
建
立
し
た
と
し
て
、

実
資
に
と
っ
て
は
念
誦
堂
と
い
う
人
工
物
が
い
か
に
完
璧
で
あ
っ
て
も
不

十
分
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
包
み
こ
む
〈
景
〉
が
具
わ
っ
て
こ
そ
、
と
彼
は

望
ん
だ
の
で
あ
る
。
景
（
音
）
と
建
物
と
の
調
和
、
す
な
わ
ち
〈
自
然
〉

と
〈
人
工
〉
と
の
調
和
の
美
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
最
も
目
指
さ
れ
た
事

態
で
あ
っ
た
。
実
資
は
ま
さ
に
そ
の
人
工
物
と
自
然
と
の
調
和
を
期
し
た

の
で
は
な
い
か
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
、
作
ら
れ
た
自
然
（
虫
捕
り
・

虫
放
ち
）
で
あ
っ
た
が
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
捉
え
た
表
現
が
「
其
聲
有
興
」

で
あ
っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。

　

虫
の
鳴
く
声
を
聴
く
た
め
に
、
自
邸
の
庭
園
に
、
念
誦
堂
に
、
さ
ら
に

は
帝
の
御
前
に
さ
え
鳴
く
虫
を
連
れ
て
く
る
（
後
述
）。
虫
が
い
る
場
に

出
か
け
て
行
く
の
で
は
な
く
、
虫
を
捕
獲
し
、
籠
に
入
れ
、
耳
を
巡
る
楽

し
み
の
た
め
に
奉
仕
さ
せ
る
。
そ
し
て
〈
其
聲
有
興
〉
と
い
っ
て
楽
し
む
。

ま
た
前
栽
掘
り
を
し
て
自
分
の
意
匠
ど
お
り
に
前
栽
を
作
っ
て
楽
し
む
。

こ
れ
は
作
庭
と
い
う
思
想
に
繋
が
る
。

　

さ
き
に
〈
自
然
〉
と
〈
人
工
〉
と
の
調
和
を
目
指
し
た
、
と
述
べ
た
が
、

天
然
自
然
に
そ
の
調
和
が
な
い
な
ら
、
人
為
的
に
調
和
さ
せ
れ
ば
よ
い
と

も
い
え
、
平
安
貴
族
の
美
意
識
に
は
二
つ
の
調
和
が
存
在
し
た
こ
と
に
な

る
。
一
つ
は
両
者
の
自
然
の
帰
結
で
あ
り
、
他
は
以
下
の
本
論
に
述
べ
る

〈
其
聲
有
興
〉
の
美
の
世
界
で
あ
る
。

　
　
　

一
、
虫
を
捕
ら
え
て
放
つ

　

虫
を
捕
っ
て
放
す
、
と
は
そ
も
そ
も
人
間
の
ど
う
い
う
心
の
所
産
で
あ

ろ
う
か
。
ま
ず
伊
勢
、
藤
原
公
任
の
歌
の
検
討
か
ら
始
め
よ
う
。

　
　

①　

鈴
虫
と
り
て
、
前
栽
に
放
つ
と
て

一
四
二　

�

い
づ
こ
に
も
草
の
枕
を
す
ゞ
む
し
は
こ
ゝ
を
旅
と
も
お
も
は
ざ

ら
な
ん　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
伊
勢
集（

（
（

』）

　

一
目
瞭
然
の
詞
書
で
あ
る
。
歌
意
は
「
ど
こ
に
い
て
も
草
を
枕
に
す
る

鈴
虫
は
、
こ
の
庭
を
旅
と
思
わ
ず
我
家
と
思
っ
て
ず
っ
と
こ
こ
に
い
て
お

く
れ（

（
（

」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
〈
鈴
虫
と
り
て
、
前
栽
に
放
つ
〉
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
鈴
虫
は
も
と
も

と
前
栽
に
い
た
虫
で
は
な
い
。
天
然
自
然
の
あ
り
よ
う
で
は
な
く
、
設
え

ら
れ
た
そ
れ
で
あ
る
。
そ
れ
を
し
も
作
者
は
、
連
れ
て
こ
ら
れ
た
「
旅
」
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と
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
、
と
詠
っ
た
。
人
の
手
に
よ
っ
て
誂
え
ら
れ
た
環

境
な
の
に
、
自
然
と
思
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
レ
ト
リ
ッ
ク
を
も
っ
て
、「
作

ら
れ
た
自
然
」
を
詠
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　

②　

�

故
殿
亡
せ
さ
せ
給
ふ
て
後
、
は
な
ち
た
る
鈴
む
し
の
年
経
て
鳴

け
れ
ば

九
七　
　

�

い
か
で
か
は
音
の
絶
え
ざ
ら
ん
鈴
虫
の
う
き
世
に
ふ
る
は
く
る

し
き
物
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
公
任
集（

（
（

』）

　

詞
書
の
「
故
殿
」
は
永
延
三
年
（
九
八
九
）
六
月
二
十
六
日
に
薨
じ
た

公
任
の
父
藤
原
頼
忠（

（
（

で
あ
る
。

　
「
ど
う
し
て
鈴
虫
の
声
は
歳
月
を
経
て
も
絶
え
な
い
の
だ
ろ
う
。
憂
き

世
を
生
き
て
い
く
の
は
苦
し
い
こ
と
だ
の
に（

（
（

」
と
い
う
こ
の
歌
を
、
竹
鼻

績
は
「
鈴
虫
は
頼
忠
が
飼
育
し
て
い
た
も
の
で
、
主
人
の
亡
く
な
っ
た
後

に
放
た
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
述
べ
て
い
る（

（
（

。

　
「
は
な
ち
た
る
鈴
む
し
」
は
、
時
を
経
て
自
然
に
戻
り
、
ど
こ
か
に
散

り
散
り
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
「
故
殿
」
の
思
い
が
そ
の
ま
ま
に
鈴

虫
の
声
と
な
っ
て
今
に
鳴
い
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
感
動

を
「
い
か
で
か
は
音
の
絶
え
ざ
ら
ん
」
と
表
現
し
た
。
時
の
経
過
に
抗
す

る
の
は
容
易
で
は
な
か
ろ
う
に
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
う
き

世
に
ふ
る
は
く
る
し
き
物
を
」
と
、
人
間
が
生
き
て
行
く
こ
と
の
困
難
に

準
え
た
。
こ
こ
に
「
虫
を
捕
っ
て
放
つ
」
こ
と
の
喩
が
明
ら
か
に
な
る
。

「
人
為
的
な
自
然
」、「
作
ら
れ
た
自
然
」
を
希
有
に
も
…
、
と
稀
少
な
実

例
と
し
て
強
調
し
た
の
で
あ
る
。

　

藤
原
（
中
御
門
）
宗
忠
の
日
記
『
中
右
記
』
嘉
保
二
年
（
一
〇
九
五
）

八
月
十
二
日
条
を
引
く
。

（
堀
河
天
皇
の
時
代
。
以
下
、
字
体
は
引
用
書
に
よ
っ
た
が
私
に
改
め
た

箇
所
が
あ
る
。
／
は
記
事
の
区
切
り
を
示
す
）

　
　

�

十
二
日
、
午
時
着
束
帶
參
大
殿
東
三
條
、
暫
祗
候
間
、
及
未
尅
有
内

召
、
則
參
仕
、
／
今
日
貫
首
尚
書
以
下
出
嵯
峨
野
、
取
虫
可
備
天
覽

者
、
事
出
楚
忽
、
興
入
周
遊
、
或
從
里
亭
馳
參
、
或
從
禁
中
競
出
、

申
時
許
牽
左
右
馬
寮
御
馬
幷
放
野
馬
騎
用
之
、
／
頭
弁
師
賴
朝
臣
・

予
・
前
兵
衞
佐
長
忠
朝
臣
・
權
中
將
顯
實
朝
臣
・
藏
人
少
納
言
成
宗
、

已
上
直
衣
、
四
位
侍
從
宗（
藤
原
）信

朝
臣
・
藏
人
弁
時（
平
）範

・
藏
人
木
工
助

明（
源
）國
、
已
上
衣
冠
、
右
少
將
宗
輔
、
侍
從
家（
藤
原
）政
・
師（
源
）重
、
兵
衞
佐

師（
源
）時

、
藏
人
左
衞
門
尉
宗（
藤
原
）佐

、
已
上
布
衣
、
藏
人
式
部
丞
隆（
藤
原
）重

・
藏

人
仲（
源
）正

、
靑
色
／

　
　

�

𣆶
頭
向
嵯
峨
野
、
且
以
眺
望
、
且
是
尋
虫
、
取
虫
入
小
籠
相
具
、
月
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前
歸
參
、
于
時
御
中
宮
御
方
、
進
虫
籠
、
還
着
殿
上
有
小
淵
醉
、

人

朗
詠
、
興
入
魔
歟
、
僉
議
出
題
云
、
野
外
尋
虫
、
序
題
藏
人
弁

者
、
及
深
更
參
宮
御
方
講
和
歌
、
藏（

源人
少成
宗
）

納
言
爲
講
師
、
人

歌
講

畢
後
、
從
簾
中
被
出
歌
二
首
、
書
萩
薄
樣
、
誠
以
優
美
也
、
及
夜
半

事
畢
、（
以
下
略
）

　
　
　

�［
十
二
日
、
午
時
束
帯
を
着
し
大
殿
の
東
三
條
に
参
る
。
暫
く
祗

候
せ
る
間
、
未
尅
に
及
び
内
よ
り
召
し
有
り
。
則
ち
参
り
仕
る
。

／
今
日
貫
首
尚
書
以
下
嵯㋐

峨
野
に
出
で
、
虫
を
取
り
天
覽
に
備
ふ

べ
し
、
て
へ
り
。
事
楚
忽
に
出
づ
。
興
じ
て
周
遊
に
入
る
。
或
は

里
亭
よ
り
馳
せ
参
り
、
或
は
禁
中
よ
り
競
ひ
出
づ
。
申
の
時
ば
か

り
左
右
馬
寮
の
御
馬
并
び
に
野
に
放
て
る
馬
を
牽
き
騎
用
せ
り
。

／
頭
弁
師
頼
朝
臣
・
予
・
前
兵
衛
佐
長
忠
朝
臣
・
権
中
将
顕
実
朝

臣
・
蔵
人
少
納
言
成
宗
、
已
上
直
衣
、
四
位
侍
従
宗
信
朝
臣
・
蔵

人
弁
時
範
・
蔵
人
木
工
助
明
国
、
已
上
衣
冠
、
右
少
将
宗
輔
、
侍

従
家
政
・
師
重
、
兵
衛
佐
師
時
、
蔵
人
左
衞
門
尉
宗
佐
、已
上
布
衣
、

蔵
人
式
部
丞
隆
重
・
蔵
人
仲
正
、
青
色
／

　
　
　

�

晩
頭
嵯
峨
野
に
向
か
ふ
。
且㋑

つ
以
て
眺
望
し
、
且
つ
是
れ
虫
を
尋

ぬ
。
虫
を
取
り
て
小
籠
に
入
れ
相
具
し
、
月
前
に
帰
参
せ
り
。
時

に
中
宮
の
御
方
に
御
す
。
虫
籠
を
進
る
。
還
り
着
く
に
殿
上
に
て

小
淵
酔
有
り
。
人
々
朗
詠
す
。
興㋒

は
魔
に
入
る
か
。
出
題
を
僉
議

し
て
云
は
く
、「
野
外
に
虫
を
尋
ぬ
」
と
。
序
・
題
は
蔵
人
弁
て

へ
り
。
深
更
に
及
び
宮
の
御
方
に
参
り
和
歌
を
講
ず
。
蔵
人
少
納

言
を
講
師
と
為
す
。
人
々
の
歌
講
じ
畢
り
て
後
、
簾
中
よ
り
歌
二

首
を
出
だ
さ
る
。
萩
の
薄
様
に
書
け
り
。
誠
に
以
て
優
美
な
り
。

夜
半
に
及
び
事
畢
り
ぬ
。（
以
下
略
）］

　

こ
の
日
、
宗
忠
は
大
殿
の
東
三
條
邸
に
参
上
し
た
が
、
召
し
に
よ
っ
て

内
裏
へ
参
上
し
た
。
そ
こ
で
聞
い
た
こ
と
は
、
貫か
ん

首ず

尚
書
（
頭
の
弁
源
師

頼
）
以
下
、
嵯
峨
野
に
出
向
い
て
虫
を
取
り
天
覧
に
供
す
旨
で
あ
っ
た
。

次
い
で
「
事
楚
忽
に
出
づ
」
と
あ
る
か
ら
急
に
思
い
立
っ
て
の
こ
と
と
わ

か
る
（
傍
線
㋐
）。

　

騎
馬
で
嵯
峨
野
に
向
か
っ
た
一
行
は
景
色
を
眺
め
、
虫
を
捕
り
、
虫
籠

に
入
れ
携
行
し
て
帰
参
し
た
（
傍
線
㋑
）。
そ
の
後
御
覧
に
供
す
べ
く
虫

を
進
上
し
た
。
時
に
天
皇
は
中
宮
（
後
三
條
天
皇
第
四
皇
女
、
篤
子
内
親

王
）
の
御
方
に
在
っ
た
。
殿
上
で
の
小
淵
酔
（
小
宴
会
）、
和
歌
の
朗
詠

が
行
わ
れ
、
そ
の
熱
中
の
様
子
は
「
興
は
魔
に
入
る
か
」（
傍
線
㋒
）
と

記
さ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

人
々
は
「
野
外
に
虫
を
尋
ぬ
」
と
い
う
題
で
歌
を
詠
ん
だ
。
蔵
人
弁
、

平
時
範
が
序
者
兼
題
者
、
蔵
人
少
納
言
源
成
宗
が
講
師
を
つ
と
め
た
。
深

更
に
及
ん
で
和
歌
が
講
ぜ
ら
れ
、
す
べ
て
終
わ
っ
た
の
は
夜
半
で
あ
っ
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た（
（
（

。
こ
こ
に
は
宮
廷
に
お
け
る
嵯
峨
野
で
の
虫
捕
り
の
様
が
記
さ
れ
る
。

臨
時
の
為
事
で
あ
っ
た
が
、「
天
覧
に
備
ふ
」
と
あ
り
、「
野
外
に
虫
を
尋

ぬ
」
の
題
で
和
歌
が
詠
ま
れ
、「
簾
中
よ
り
」
歌
二
首
も
出
さ
れ
た
。
放

虫
の
記
述
は
な
く
〈
其
聲
有
興
〉
の
美
の
世
界
と
は
異
な
る
が
、
蛍
狩
り

宜
し
く
、
自
然
に
分
け
入
り
、
そ
の
〈
体
感
〉
と
〈
獲
物
獲
得
〉
の
興
奮

を
味
わ
う
態
の
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

　

次
の
例
は
近
衛
家
実
（
治
承
三
年
〈
一
一
七
九
〉
～
仁
治
三
年

〈
一
二
四
二
〉）
の
日
記
『
猪
熊
（
隈
）
関
白
記
』
建
仁
二
年
（
一
二
〇
二
）

八
月
十
四
日
条
で
あ
る
。

　
　

十
四
日
、
乙
酉
、

　
　

天
晴
、

　
　

前
栽
之
中
松
虫
・
鈴
虫
等
放
之
、
其
聲
有
興
、

　
　
　
［
前
栽
の
中
に
松
虫
・
鈴
虫
等
を
放
つ
。
そ
の
声
興
有
り
］

　

短
い
記
述
で
あ
る
が
、
家
実
が
前
栽
に
放
し
た
虫
の
声
を
心
地
よ
く
聞

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
栽
に
松
虫
・
鈴
虫
を
放
っ
た
、
と
あ
り
、
人
工

的
な
営
為
で
あ
る
こ
と
は
、
緒
言
に
引
い
た
『
小
右
記
』
の
用
例
に
類
同

す
る
。
た
だ
記
録
の
表
現
は
限
定
的
で
、
こ
の
一
条
か
ら
こ
と
の
逐
一
、

全
貌
を
描
き
き
る
こ
と
は
さ
し
控
え
る
べ
き
か
と
思
う
。
い
ず
れ
に
し
て

も
そ
の
謂
心
は
自
然
に
分
け
入
る
こ
と
で
感
得
さ
れ
る
美
意
識
で
は
な

く
、
自
然
を
造
型
す
る
点
に
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
が
実
資
・
家

実
の
〈
其
聲
有
興
〉
に
向
か
う
レ
ト
リ
ッ
ク
に
込
め
た
内
実
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
読
み
落
と
す
な
ら
、
こ
の
記
述
の
存
在
意
義
は
著
し
く
減
退
し
て

し
ま
お
う
。

　
　
　

二
、
庭
を
「
野
に
造
ら
せ
る
」
前
栽
掘
り

　
「
興
」
を
求
め
る
た
め
の
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
貴
族
た
ち
は
、
虫

の
声
の
「
興
」
を
感
じ
る
た
め
に
環
境
を
整
え
た
。
人
の
手
に
よ
る
自
然

の
造
形
・
改
変
で
あ
り
、「
作
庭
」
に
連
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
草
木

を
掘
り
採
る
「
前
栽
掘
り
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
竹
鼻
績
が
『
公

任
集
』
の
一
〇
四
番
歌
の
詞
書

　
　

�

中
宮
の
御
前
に
前
栽
植
（
う
ゑ
）さ
せ
給
ふ
日
、
秋
の
草
を
う
ふ（
う
）と
い
ふ
題

を

の
注
釈
で
「
当
時
は
、
前
栽
を
掘
る
た
め
に
秋
の
野
に
出
か
け
た
」
と
し

て
古
記
録
か
ら
例
を
引
い
て
お
り
、「
掘
る
」
以
外
に
も
「
穿
前
栽
」（
前

栽
を
穿
つ
）
と
表
す
例
（『
権
記
』
寛
仁
元
年
八
月
二
十
一
日
条
）
も
あ
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げ
て
い
る（
（1
（

。（
一
〇
四
番
歌
と
詞
書
に
つ
い
て
は
注
（
16
）
②
参
照
）。
ま

た
飯
塚
ひ
ろ
み
が
歌
語
「
女
郎
花
」
に
注
目
し
、
女
郎
花
が
野
か
ら
前
栽

に
移
さ
れ
る
「
前
栽
掘
り
」
が
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
史

実
に
例
を
求
め
て
述
べ
て
い
る（
（1
（

の
で
、
本
稿
で
は
古
記
録
に
見
え
る
例
に

つ
い
て
多
く
は
触
れ
な
い
が
、
長
和
元
年
（
一
〇
一
二
）
九
月
六
日
に
催

さ
れ
た
「
前
栽
掘
り
」
を
『
御
堂
関
白
記
』
と
『
小
右
記
』
か
ら
紹
介
し

て
お
き
た
い
。

　

ⓐ
『
御
堂
関
白
記
』

　
　

�

六
日
、
辛
未
、
時
■
小
雨
降
、
殿
上
人
出
嵯
峨
、
掘
前
栽
、
獻
皇
太

后
宮
、
其
間
參
入
、

夜
退
出
、

　
　

�［
六
日
、
辛
未
、
時

小
雨
降
る
。
殿
上
人
嵯
峨
に
出
で
て
前
栽
を

掘
る
。
皇
太
后
宮
に
献
ず
。
其
の
間
参
入
す
。
夜
に
入
り
て
退
出
す
］

　

ⓑ
『
小
右
記
』　

同
日
条

　
　

�

六
日
、
辛
未
、
今
日
雲
上
人

向
嵯
峨
野
、
掘
前
栽
、
可
殖
（
マ
マ
）皇

太

后
宮
之
由
、
一
日
左
府
於
彼
宮
［
被
］
命
云

、
仍
資
平
隨
彼
是
催
、

調
餌
袋
破
子
、
早
旦
參
枇
杷
殿
、
凉
（
諒
）
闇
間
無
便
事
也
、（
以

下
略
）

　
　

�［
六
日
、辛
未
、今
日
雲
上
の
人
々
嵯
峨
野
に
向
か
ひ
、前
栽
を
掘
る
。

皇
太
后
宮
に
植
う
べ
き
由
、
一
日
左
府
彼
の
宮
に
於
い
て
命
せ
ら
る

と
云
々
、
仍
り
て
資
平
彼
是
催
す
に
随
ひ
、
餌
袋
破
子
を
調
じ
、
早

旦
枇
杷
殿
に
参
る
。
諒
闇
の
間
便
無
き
事
な
り
。（
以
下
略
）］

　

殿
上
人
が
嵯
峨
野
の
前
栽
を
掘
り
皇
太
后
宮
（
藤
原
彰
子
）
に
奉
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
彰
子
は
七
月
八
日
、
上
東
門
邸
よ
り
御
所
で
あ

る
枇
杷
殿
に
還
御
し
て
い
た
。
そ
こ
に
掘
り
採
っ
た
前
栽
を
献
じ
た
の
で

あ
る
。「
餌
袋
破
子
」
を
調
え
て
枇
杷
殿
に
持
参
し
た
資
平
は
実
資
の
兄
、

懐
平
の
子
で
あ
り
実
資
の
猶
子
で
あ
る
。「
諒
闇
」
と
あ
る
の
は
前
年
の

寛
弘
八
年
（
一
〇
一
一
）
十
月
、
冷
泉
上
皇
が
崩
御
し
て
い
た
か
ら
で
あ

り
、
三
条
天
皇
（
冷
泉
の
第
二
皇
子
）
は
諒
闇
中
で
あ
っ
た
。
寛
弘
八
年

六
月
に
は
一
条
法
皇
が
崩
御
し
た
が
、
彰
子
の
喪
は
あ
け
て
い
る
こ
と
か

ら
左
府
道
長
が
彰
子
の
た
め
に
発
案
し
た
の
だ
ろ
う
。
三
条
天
皇
の
厚
い

信
任
を
受
け
て
い
る
実
資
は
こ
の
「
前
栽
掘
り
」
に
不
快
な
思
い
を
抱
い

た
。「
便
無
き
事
―
け
し
か
ら
ぬ
こ
と
」
が
そ
れ
を
語
っ
て
い
る
。
古
記

録
の
事
例
に
は
そ
の
時
々
の
社
会
的
な
背
景
が
写
さ
れ
て
い
て
興
味
深

い（
（1
（

。

　

さ
て
「
前
栽
掘
り
」
は
『
源
氏
物
語
』
に
も
描
か
れ
て
い
る
。

①　
�（

源
氏
）「（
前
略
）
狭
き
垣
根
の
内
な
り
と
も
、
そ
の
を
り
の
心
見

知
る
ば
か
り
、
春
の
花
の
木
を
も
植
ゑ
わ
た
し
、
秋
の
草
を
も
掘
り
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移
し
て
、
い
た
づ
ら
な
る
野
辺
の
虫
を
も
住
ま
せ
て
、
人
に
御
覧
ぜ

さ
せ
む
と
思
ひ
た
ま
ふ
る
を
、
い
づ
方
に
か
御
心
寄
せ
は
べ
る
べ
か

ら
む
」
と
聞
こ
え
た
ま
ふ
に　
　
　
　
　
　
　
　
　

（「
薄
雲
」
巻
）

（
本
文
は
小
学
館
・
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
に
拠
る
。
以
下
同
じ
）

　

二
条
院
に
退
下
し
た
斎
宮
女
御
（
秋
好
中
宮
）
を
源
氏
が
訪
れ
た
。
源

氏
の
口
か
ら
「
前
栽
掘
り
」
と
「
虫
を
放
つ
」
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。

②　

�

御
前
（
東
北
の
町
の
西
の
対
―
玉
鬘
の
居
所
）
に
、
乱
れ
が
は
し
き
前
栽

な
ど
も
植
ゑ
さ
せ
た
ま
は
ず
、撫
子
の
色
を
と
と
の
へ
た
る
、唐
の
、

大
和
の
、
籬ま
せ

い
と
な
つ
か
し
く
結
ひ
な
し
て
、
咲
き
乱
れ
た
る
夕ゆ
ふ

映ば

え
い
み
じ
く
見
ゆ
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
常
夏
」
巻
）

　

夏
の
あ
る
日
、
東
の
釣
殿
で
涼
を
と
っ
た
あ
と
、
源
氏
は
玉
鬘
の
居
所

を
訪
れ
る
。
そ
の
庭
に
は
唐
撫
子
、
大
和
撫
子
だ
け
が
植
え
て
あ
っ
た
。

傍
線
部
は
、
草
木
を
と
り
ま
ぜ
て
「
掘
り
」
植
え
る
こ
と
が
前
栽
の
有
様

と
し
て
は
一
般
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

③　

�

中
宮
の
御
前
に
、
秋
の
花
を
植
ゑ
さ
せ
た
ま
へ
る
こ
と
、
常
の
年
よ

り
も
見
ど
こ
ろ
多
く
、
色い
ろ

種く
さ

を
尽
く
し
て
、（
中
略
）
造
り
わ
た
せ

る
野
辺
の
色
を
見
る
に
、
は
た
春
の
山
も
忘
ら
れ
て
、
涼
し
う
お
も

し
ろ
く
、
心
も
あ
く
が
る
る
や
う
な
り
。　　
　
　
　
（「
野
分
」
巻
）

　

秋
の
草
木
が
植
え
ら
れ
た
六
条
院
の
秋
好
中
宮
の
御
前
の
景
観
で
あ

る
。
造
営
当
初
か
ら
「
秋
の
野
を
遥
か
に
作
り
た
る
」（「
少
女
」
巻
）
と

述
べ
ら
れ
て
い
た
庭
は
「
春
の
山
も
忘
ら
れ
」
る
ま
で
、
と
い
う
。

④　

�

秋
ご
ろ
、
西
の
渡わ
た

殿ど
の

の
前
、
中
の
塀
の
東
ひ
む
が
し

の
際き
は

を
、
お
し
な
べ
て 

野
に
造
ら
せ
た
ま
へ
り
。
閼あ

伽か

の
棚
な
ど
し
て
、
そ
の
方か
た

に
し
な
さ

せ
た
ま
へ
る
御
し
つ
ら
ひ
な
ど
、
い
と
な
ま
め
き
た
り
。（
中
略
）

こ
の
野
に
虫
ど
も
放
た
せ
た
ま
ひ
て
、
風
す
こ
し
涼
し
く
な
り
ゆ
く

夕
暮
に
渡
り
た
ま
ひ
つ
つ
、
虫
の
音ね

を
聞
き
た
ま
ふ
や
う
に
て
、
な

ほ
思
ひ
離
れ
ぬ
さ
ま
を
聞
こ
え
悩
ま
し
た
ま
へ
ば
、
例
の
御
心
は
あ

る
ま
じ
き
こ
と
に
こ
そ
は
あ
な
れ
と
、
ひ
と
へ
に
む
つ
か
し
き
こ
と

に
思
ひ
き
こ
え
た
ま
へ
り
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
鈴
虫
」
巻
）

　

源
氏
は
「
秋
ご
ろ
」
出
家
し
た
女
三
宮
が
住
む
六
条
院
の
寝
殿
の
西
面

近
く
を
「
野
に
造
ら
せ
」
た
。
そ
こ
に
は
色
々
な
秋
の
花
が
咲
き
乱
れ
て

い
る
景
色
が
広
が
っ
て
い
る
。「
前
栽
掘
り
」が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。「
こ

の
（
造
ら
せ
た
）
野
に
虫
ど
も
放
た
せ
」「
虫
の
音
」
を
聞
く
こ
と
は
順
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当
な
為
事
で
あ
る
。
夕
暮
れ
の
秋
の
野
辺
の
〈
有
興
〉
の
世
界
で
あ
る
。

少
し
場
面
を
進
め
よ
う
。

⑤　

�

十
五
夜
の
夕
暮
に
、
仏
の
御お

前ま
へ

に
宮
お
は
し
て
、
端は
し

近ぢ
か

う
な
が
め
た

ま
ひ
つ
つ
念ね

ん

誦ず

し
た
ま
ふ
。（
中
略
）
例
の
渡
り
た
ま
ひ
て
、（
源
氏
）

「
虫
の
音
い
と
し
げ
う
乱
る
る
夕ゆ
ふ
べ

か
な
」
と
て
、
我
も
忍
び
て
う
ち

誦ず
ん

じ
た
ま
ふ
阿
弥
陀
の
大だ
い

呪ず

い
と
尊
く
ほ
の
ぼ
の
聞
こ
ゆ
。
げ
に

声
々
聞
こ
え
た
る
中
に
、
鈴㋐

虫
の
ふ
り
出
で
た
る
ほ
ど
、
は
な
や
か

に
を
か
し
。（
源
氏
）「
秋
の
虫
の
声
い
づ
れ
と
な
き
中
に
、
松㋑

虫
な

ん
す
ぐ
れ
た
る
と
て
、
中
宮
の
、
遥
け
き
野の

辺べ

を
分
け
て
い
と
わ
ざ

と
尋
ね
と
り
つ
つ
放
た
せ
た
ま
へ
る
、
し
る
く
鳴
き
伝
ふ
る
こ
そ
少

な
か
な
れ
。
名
に
は
違た
が

ひ
て
、
命
の
ほ
ど
は
か
な
き
虫
に
ぞ
あ
る
べ

き
。
心
に
ま
か
せ
て
、
人
聞
か
ぬ
奥
山
、
遥
け
き
野
の
松
原
に
声
惜

し
ま
ぬ
も
、
い
と
隔
て
心
あ
る
虫
に
な
ん
あ
り
け
る
。
鈴㋒

虫
は
心
や

す
く
、
い
ま
め
い
た
る
こ
そ
ら
う
た
け
れ
」
な
ど
の
た
ま
へ
ば
、
宮
、

　
　
　

�（
女
三
宮
）
お
ほ
か
た
の
秋
を
ば
う
し
と
知
り
に
し
を
ふ㋓

り
棄す

て
が

た
き
鈴
虫
の
声

　
　

�

と
忍
び
や
か
に
の
た
ま
ふ
、
い
と
な
ま
め
い
て
、
あ
て
に
お
ほ
ど
か

な
り
。（
源
氏
）「
い
か
に
と
か
や
。
い
で
思
ひ
の
ほ
か
な
る
御
言こ
と

に

こ
そ
」
と
て
、

　
　
　

�（
源
氏
）
心
も
て
草
の
や
ど
り
を
い
と
へ
ど
も
な㋔

ほ
鈴
虫
の
声
ぞ
ふ

り
せ
ぬ

　
　

�

な
ど
聞
こ
え
た
ま
ひ
て
、
琴き
ん

の
御
琴
召
し
て
、
め
づ
ら
し
く
弾ひ

き
た

ま
ふ
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
同
）

　

こ
こ
で
、
こ
の
場
面
の
虫
の
鳴
く
描
写
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。（
虫

の
声
を
扱
う
点
で
は
次
節
で
述
べ
る
べ
き
だ
が
、
場
面
の
展
開
上
、
以
下

に
記
し
た
。）

　

念
誦
す
る
女
三
宮
の
傍
近
く
虫
が
鳴
い
て
お
り
、
冒
頭
に
述
べ
た
実
資

の
念
誦
堂
の
記
事
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
秋
の
情

景
で
あ
る
。

　

鈴
虫
の
鳴
き
声
を
「
は
な
や
か
に
を
か
し
」（
傍
線
㋐
）
と
述
べ
、
松

虫
と
対
比
し
て
「
心
や
す
く
、
い
ま
め
い
た
る
」（
傍
線
㋒
）
と
表
現
し

て
い
る
こ
と
は
、「
拾
遺
集
時
代
に
人
気
の
急
上
昇
し
た
文
学
素
材（
（1
（

」
ゆ

え
で
あ
ろ
う
。

　
「
中
宮
の
、
遥
け
き
野の

辺べ

を
分
け
て
い
と
わ
ざ
と
尋
ね
と
り
つ
つ
放
た

せ
た
ま
へ
る
」（
傍
線
㋑
）
は
先
の
「
薄
雲
」
巻
（
引
用
①
）
と
連
な
る

表
現
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
松
虫
」
を
中
宮
の
好
み
と
す
る
。

　

続
く
女
三
宮
と
源
氏
の
歌
を
、
萩
谷
朴
は
「
實
資
家
歌
合
の
鈴
蟲
の
歌

と
、
深
い
相
似
點
を
有
し
て
ゐ
る
」
と
し
て
、
先
行
作
品
を
指
摘
し
た（
（1
（

。
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そ
の
出
所
は
「
永
延
二
年
七
月
七
日
蔵
人
頭
実
資
歌
合（
（1
（

」
で
、

　
　

蔵
人
頭
家
歌
合
永
延
二
年

　
　
　

�

七
月
七
日
、
頭
殿
の
御
前
に
て
、
男
女
方
わ
き
て
歌
合
せ
さ
せ
給

ふ
。
鈴
虫
を
題
に
て
。

と
い
う
歌
合
日
記
を
も
つ
。
こ
の
歌
合
に
は
五
番
左
右
十
首
の
歌
が
よ
ま

れ
て
い
る
。
そ
の
二
番
左
、
行
頼
の
歌
、

　
　

お
も
ひ
や
る
星
合
の
空
の
心
に
も
ふ
り
す
て
が
た
き
鈴
虫
の
声

の
四
五
句
と
、
女
三
宮
の
歌
の
四
五
句
（
傍
線
㋓
）
と
は
全
く
形
を
同
じ

く
し
、
三
番
右
の
衛
門
君
の
歌

　
　

織た
な
ば
た女
に
心
を
よ
せ
て
明
か
す
夜
も
聞
き
捨
て
が
た
き
鈴
虫
の
声

の
四
五
句
も
同
趣
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
三
番
左
、
友
範
朝
臣
の
歌
、

　
　

彦
星
に
よ
そ
へ
て
ぞ
聞
く
年
ふ
れ
ど
な
ほ
め
づ
ら
し
き
鈴
虫
の
声

五
番
右
、
右
近
の
君
の
歌
、

　
　

天
の
川
星
合
の
空
を
み
る
ほ
ど
も
な
ほ
わ
す
ら
れ
ぬ
鈴
虫
の
声

の
二
首
は
、
上
の
句
と
下
の
句
の
掛
り
方
受
け
方
や
、
接
続
詞
「
な
ほ
」

の
用
法
な
ど
に
お
い
て
、
源
氏
の
歌
（
傍
線
㋔
）
と
共
通
点
を
も
つ
、
と

い
う
。

　

萩
谷
の
考
察
は
、
こ
う
し
た
歌
の
表
現
方
法
の
ほ
か
に
も
小
野
宮
家
と

紫
式
部
と
の
関
係
性
な
ど
外
部
条
件
に
も
及
ん
で
お
り
歌
合
の
十
首
の
歌

と
併
せ
て
読
む
と
興
味
深
い
。

　

自
然
の
中
に
あ
っ
て
は
小
さ
な
生
物
の
鈴
虫
で
あ
る
が
、
そ
の
声
は
多

様
な
背
景
と
と
も
に
人
の
心
を
動
か
し
、
言
葉
を
生
み
出
さ
せ
た
の
で
あ

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
様
々
な
前
栽
掘
り（
（1
（

が
見
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
野
に

生
え
て
い
る
植
物
の
風
情
あ
り
そ
う
な
も
の
を
掘
り
採
っ
て
植
え
る
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
①
に
「
春
の
花
の
木
を
も
植
ゑ
わ
た
し
、
秋
の
草
を
も

掘
り
移
し
て
」
と
あ
る
と
お
り
で
あ
る
。
移
植
し
て
、
そ
の
家
に
合
う
状

況
に
し
て
見
せ
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
。
現
在
の
築
庭
に
直
截
に
及
ぶ
も

の
で
は
な
い
に
し
て
も
④
「
秋
ご
ろ
西
の
渡
殿
の
前
、
中
の
塀
の
東
の
際

を
、
お
し
な
べ
て
野
に
造
ら
せ
た
ま
へ
り
」
な
ど
と
「
野
」
が
あ
り
、「
庭
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園
で
、
築
山
に
続
く
穏
や
か
な
起
伏
の
部
分
」（『
岩
波
古
語
辞
典
』）
と

説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
在
の
作
庭
に
通
じ
る
側
面
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。

　

ま
た
前
栽
掘
り
は
、意
匠
を
も
っ
て
想
定
の
庭
を
作
ろ
う
と
し
た
と
き
、

見
ど
こ
ろ
の
あ
る
植
物
を
掘
り
採
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
図
が

明
晰
で
な
け
れ
ば
、
前
栽
掘
り
は
意
味
を
な
さ
な
い
が
、
掘
り
採
り
の
場

所
と
し
て
は
、
嵯
峨
野
が
好
適
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
ⓐ
『
御
堂
関
白
記
』

に
「
嵯
峨
に
出
で
て
前
栽
を
掘
る
」、
ⓑ
『
小
右
記
』
に
「
嵯
峨
野
に
向

か
ひ
、
前
栽
を
掘
る
」
な
ど
と
あ
る
。「
掘
り
採
り
」「
寄
せ
集
め
る
」
と

い
う
こ
と
は
、
時
代
な
り
個
別
の
趣
向
、
好
み
と
い
っ
た
も
の
が
あ
り
、

具
体
的
な
場
に
お
い
て
は
そ
れ
ら
が
基
本
と
し
て
働
い
た
で
あ
ろ
う
。
作

庭
の
初
歩
的
な
あ
り
よ
う
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
前
栽
の
意
匠
も
含
め
、
天
然
自
然
に
存
在

す
る
も
の
で
は
な
い
。
誰
か
が
何
ら
か
の
意
匠
を
念
頭
に
、
前
栽
掘
り
を

行
う
わ
け
で
あ
る
。
天
然
自
然
に
揃
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
意
匠
の

発
案
者
が
何
か
と
何
か
を
組
み
合
わ
せ
、
そ
こ
に
一
定
の
世
界
を
組
み
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
新
た
に
そ
こ
に
組
み

立
て
、
か
つ
意
味
を
付
与
す
る
わ
け
で
、
前
栽
掘
り
に
は
〈
作
為
的
〉
な

「
自
然
と
人
工
と
の
調
和
」
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

三
、
源
氏
物
語
の
「
お
と
・
こ
ゑ
」

　
「
虫
の
捕
獲
」
も
「
前
栽
掘
り
」
も
『
源
氏
物
語
』
に
至
り
常
識
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
庭
（
前
栽
）
を
構
築
す
る
と
き
の
素
材

と
し
て
当
た
り
前
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
作
為
的
な
「
自
然

と
人
工
と
の
調
和
」
に
お
い
て
当
然
な
こ
と
と
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
す
な
わ
ち
〈
作
庭
概
念
〉
の
成
立
で
あ
り
、
そ
れ
が
深
く
関
わ
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。『
作
庭
記
』（
平
安
時
代
後
期
、
橘
俊
綱
作
と
さ
れ

る
）
に
は
平
安
時
代
に
展
開
し
た
日
本
独
特
の
作
庭
法
が
池
、
遣
水
、
立

石
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
る
。

　
〈
作
庭
技
術
〉
の
出
現
、
新
し
い
感
性
の
出
現
に
よ
っ
て
庭
（
前
栽
）

は
造
ら
れ
る
。
天
然
自
然
の
造
形
は
、
い
か
に
奇
々
怪
々
に
見
え
独
創
的

に
見
え
て
も
、
そ
れ
は
庭
と
は
い
え
な
い
。
単
な
る
風
景
・
景
観
に
過
ぎ

な
い
。
庭
園
は
人
が
構
想
し
た
も
の
で
、
そ
の
人
に
お
け
る
統
一
さ
れ
た

世
界
の
結
果
が
そ
こ
に
現
れ
る
。
た
だ
そ
の
素
材
は
自
然
天
然
の
も
の
で

あ
り
、
造
形
（
人
の
思
想
も
含
め
て
）
で
あ
っ
た
。
自
然
の
景
観
を
人
工

的
に
再
構
成
し
た
日
本
の
空
間
造
形
―
。
景
観
の
引
用
。
住
居
の
周
囲
に

樹
木
、
石
を
配
置
し
泉
池
を
現
出
さ
せ
る
。
時
代
の
変
化
と
と
も
に
名
所

の
景
色
が
模
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
―
池
・
橋
・
築
山
な
ど
が
造
ら
れ
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る
。

　

以
上
を
ふ
ま
え
、『
源
氏
物
語
』
の
「
お
と
・
こ
ゑ
」
に
関
わ
る
諸
事

を
点
検
し
て
み
た
い
。

㈠　

楽
の
音
に
混
じ
る
虫
の
声

　

前
栽
掘
り
に
よ
っ
て
設
え
ら
れ
た
前
栽
は
秋
の
虫
の
す
み
か
と
な
る
。

そ
こ
で
鳴
く
虫
の
声
を
人
は
さ
ま
ざ
ま
に
め
で
る
。次
の（
㋑ 

㋺
）は「
楽

の
音
に
混
じ
る
」
虫
の
声
の
描
写
で
あ
る
。

㋑　

�（
源
氏
）「
か
や
う
の
こ
と
は
御
心
に
入
ら
ぬ
筋
に
や
と
、
月
ご
ろ
思

ひ
お
と
し
き
こ
え
け
る
か
な
。
秋
の
夜
の
月
影
涼
し
き
ほ
ど
、
い
と

奧
深
く
は
あ
ら
で
、
虫
の
声
に
掻
き
鳴
ら
し
合
は
せ
た
る
ほ
ど
、
け

近
く
い
ま
め
か
し
き
物
の
音
な
り
。
…
…
」　　
　
　
（「
常
夏
」
巻
）

　

前
節
①
の
引
用
に
続
く
場
面
で
あ
る
。
玉
鬘
が
調
律
し
た
和
琴
の
音
色

か
ら
、
源
氏
の
話
は
和
琴
論
へ
と
展
開
し
て
い
る
。
源
氏
は
、
虫
の
声
に

調
和
し
て
掻
き
鳴
ら
す
和
琴
の
音
色
が
親
し
み
や
す
く
今
め
か
し
い
、
と

い
っ
て
い
る
。

㋺　

�（
源
氏
）「
心
も
と
な
し
や
、
春
の
朧
月
夜
よ
。
秋
の
あ
は
れ
、
は
た
、

か
う
や
う
な
る
物
の
音
に
、
虫
の
声
よ
り
あ
は
せ
た
る
、
た
だ
な
ら

ず
、
こ
よ
な
く
響
き
そ
ふ
心
地
す
か
し
」
と
の
た
ま
へ
ば
、

（「
若
菜
」
下
巻
）

　

人
間
の
音
楽
の
音
色
に
虫
の
声
が
「
こ
よ
な
く
響
き
そ
」
っ
て
聞
こ
え

る
の
は
言
い
よ
う
も
な
い
秋
の
風
情
を
感
じ
さ
せ
る
、
と
い
う
源
氏
の
弁

で
あ
る
。

㋩　

�

弁
少
将
拍
子
う
ち
出
で
て
、
忍
び
や
か
に
う
た
ふ
声
、
鈴
虫
に
ま
が

ひ
た
り
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
篝
火
」
巻
）

　

人
の
声
が
虫
の
音
に
「
ま
が
」
え
ら
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
初
秋
の
六

条
院
の
東
北
（
丑
寅
）
の
町
の
西
の
対
に
、
源
中
将
（
夕
霧
）、
頭
中
将
（
柏

木
）
と
と
も
に
や
っ
て
き
た
弁
少
将
（
内
大
臣
の
二
男
、
柏
木
の
弟
）
が

忍
び
や
か
に
う
た
う
声
は
鈴
虫
と
聞
き
ま
ち
が
え
る
ほ
ど
の
美
声
で
あ

る
、
と
い
う
。
弁
少
将
は
「
八
つ
、
九
つ
」
の
こ
ろ
声
が
「
い
と
お
も
し

ろ
く
」、
催
馬
楽
「
高
砂
」
を
謡
う
姿
が
「
い
と
う
つ
く
し
」
と
述
べ
ら

れ
て
い
た
（「
賢
木
」
巻
）。
虫
の
声
と
音
楽
や
人
の
声
と
の
調
和
を
描
い

て
い
る
点
に
先
ず
注
目
し
て
お
き
た
い
。
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㈡　

か
れ
が
れ
な
る
虫
の
声

　

つ
ぎ
に
「
悲
愁
を
誘
う
」
虫
の
声
の
例
を
引
く
。

㋥　

�

は
る
け
き
野
辺
を
分
け
入
り
た
ま
ふ
よ
り
い
と
も
の
あ
は
れ
な
り
。

（
中
略
）
浅
茅
が
原
も
か
れ
が
れ
な
る
虫
の
音
に
、
松
風
す
ご
く
吹

き
あ
は
せ
て
、
そ
の
こ
と
と
も
聞
き
わ
か
れ
ぬ
ほ
ど
に
、
物
の
音
ど

も
絶
え
絶
え
聞
こ
え
た
る
、
い
と
艶
な
り
。　　
　
　
（「
賢
木
」
巻
）

　

源
氏
が
野
の
宮
に
い
る
六
条
御
息
所
を
訪
問
す
る
途
中
の
描
写
で
、
玉

上
琢
彌
に
よ
っ
て
音
楽
的
文
章
と
指
摘
さ
れ
た
記
述（『
源
氏
物
語
評
釈
』）

で
あ
る
。
枯
れ
枯
れ
の
浅
茅
が
原
、
嗄
れ
嗄
れ
の
虫
の
音
に
風
が
松
の
梢

を
吹
き
わ
た
る
。「
絶
え
絶
え
」
に
耳
に
届
く
物
の
音
に
、
―
―
人
工
と

自
然
の
調
和
を
描
い
て
、
源
氏
の
心
細
い
思
い
が
み
ご
と
に
彫
琢
さ
れ
て

い
る
。

㋭　

�

風
い
と
冷
や
か
に
吹
き
て
、
松
虫
の
鳴
き
か
ら
し
た
る
声
も
、
を
り

知
り
顔
な
る
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
）

　

源
氏
と
御
息
所
と
の
別
れ
を
前
に
、
冷
や
か
に
吹
く
風
と
鳴
き
か
ら
し

た
松
虫
の
声
が
、
心
の
乱
れ
を
お
こ
さ
せ
る
。
御
息
所
の
歌
「
お
ほ
か
た

の
秋
の
別
れ
も
か
な
し
き
に
鳴
く
音
な
添
へ
そ
野
辺
の
松
虫
」
と
と
も
に

哀
感
に
満
ち
た
虫
の
声
で
あ
る
。

㈢　

鳴
き
弱
る
虫

  

「
か
れ
が
れ
な
る
虫
の
音
」
な
ど
に
加
え
て
「
鳴
き
弱
る
虫
」
に
つ
い

て
触
れ
る
が
、
そ
の
前
に
、
ま
ず
夕
霧
が
柏
木
の
没
後
、「
四う
づ
き月
ば
か
り
」

の
新
緑
に
囲
ま
れ
た
一
条
宮
邸
を
訪
れ
た
と
き
の
描
写
を
引
く
。

㋬　

�

例
の
、
渡
り
た
ま
へ
り
。（
中
略
）
こ
こ
か
し
こ
の
砂
子
薄
き
物
の

隠
れ
の
方
に
、
蓬
も
所
得
顔
な
り
。
前
栽
に
心
入
れ
て
つ
く
ろ
ひ
た

ま
ひ
し
も
、
心
に
ま
か
せ
て
茂
り
あ
ひ
、
一ひ
と
む
ら
す
す
き

叢
薄
も
た
の
も
し
げ

に
ひ
ろ
ご
り
て
、
虫
の
音
添
へ
む
秋
思
ひ
や
ら
る
る
よ
り
、
い
と
も

の
あ
は
れ
に
露
け
く
て
、
分
け
入
り
た
ま
ふ
。　　
　
（「
柏
木
」
巻
）

　

所
得
顔
の
蓬
、
生
え
広
が
る
一
叢
薄
が
、
主
を
亡
く
し
た
庭
園
の
荒
れ

て
ゆ
く
さ
ま
を
語
っ
て
い
る
が
、
い
ま
は
初
夏
で
あ
る
の
に
、
こ
と
さ
ら

強
調
す
る
か
の
よ
う
に
「
虫
の
音
添
へ
む
秋
思
ひ
や
ら
る
る
」
と
述
べ
て

い
る
。

　

翌
年
の
秋
に
訪
れ
て
み
る
と
、
荒
れ
た
感
じ
は
す
る
も
の
の
、
さ
す
が

に
上
品
に
気
高
い
住
ま
い
で
、
前
栽
の
花
々
が
「
虫
の
音
し
げ
き
野
辺
」
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（「
横
笛
」
巻
）
の
趣
に
咲
き
乱
れ
て
い
た
。
夕
霧
が
一
条
御
息
所
か
ら
柏

木
遺
愛
の
笛
を
贈
ら
れ
、邸
を
立
ち
去
ろ
う
と
す
る
と
き
、御
息
所
は「
露

し
げ
き
む
ぐ
ら
の
宿
に
い
に
し
へ
の
秋
に
か
は
ら
ぬ
虫
の
声
か
な
」
と
詠

ん
だ
。
そ
の
住
ま
い
は
「
虫
の
声
」
と
切
り
離
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
、

と
思
わ
れ
る
。

㋣　

�

風
い
と
心
細
う
更
け
ゆ
く
夜
の
け
し
き
、虫
の
音
も
鹿
の
な
く
音
も
、

滝
の
音
も
、
ひ
と
つ
に
乱
れ
て
艶
な
る
ほ
ど
な
れ
ば
（「
夕
霧
」
巻
）

　

落
葉
の
宮
、
母
一
条
御
息
所
が
小
野
の
山
荘
に
移
り
住
ん
だ
後
、
夕
霧

が
胸
の
う
ち
を
訴
え
る
も
落
葉
の
宮
は
心
を
閉
ざ
し
、
時
間
が
過
ぎ
て
ゆ

く
が
、
風
が
さ
び
し
く
吹
き
、
虫
の
音
、
鹿
の
鳴
く
声
、
滝
の
音
が
一
つ

に
混
じ
り
あ
う
、と
、こ
こ
で
も
聴
覚
に
訴
え
る
描
写
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

　

落
葉
の
宮
か
ら
「
明
か
さ
で
だ
に
―
せ
め
て
夜
の
明
け
な
い
う
ち
に
お

帰
り
を
」
と
懇
願
さ
れ
る
ま
で
山
荘
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
っ
た
夕
霧
で
あ

る
が
、
こ
の
こ
と
が
祈
祷
の
律
師
の
誤
解
を
招
く
。
律
師
か
ら
話
を
聞
い

た
御
息
所
は
落
胆
し
、
夕
霧
の
真
意
も
つ
か
め
ぬ
ま
ま
、
悲
嘆
の
あ
ま
り

病
が
急
変
し
死
去
し
て
し
ま
う
。
夕
霧
は
御
息
所
の
葬
儀
に
力
を
貸
し
、

そ
の
後
も
落
葉
の
宮
を
慰
問
す
る
た
め
に
小
野
へ
と
向
か
う
。

　
「
九
月
十
余
日
」
と
も
な
れ
ば
秋
も
深
ま
り
、
も
の
の
風
情
を
わ
き
ま

え
ぬ
人
で
さ
え
心
を
動
か
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
野
山
の
景
色
で
あ
る
、

と
作
者
は
述
べ
る
。
木
々
の
葉
は
落
ち
、
読
経
の
声
が
か
す
か
に
聞
こ
え

る
が
、
人
の
気
配
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
う
し
た
中
に
滝
の
音
が
響
き
、

か
ろ
う
じ
て
虫
が
鳴
い
て
い
る
。

㋠　

�

滝
の
声
は
、
い
と
ど
も
の
思
ふ
人
を
驚
か
し
顔
に
耳
か
し
が
ま
し
う

と
ど
ろ
き
響
く
。
草
む
ら
の
虫
の
み
ぞ
よ
り
ど
こ
ろ
な
げ
に
鳴
き
弱

り
て
、
枯
れ
た
る
草
の
下
よ
り
竜り
ん

胆だ
う

の
わ
れ
独
り
の
み
心
長
う
這
ひ

出
で
て
露
け
く
見
ゆ
る
な
ど
、（
中
略
）
を
り
か
ら
所
が
ら
に
や
、

い
と
た
へ
が
た
き
ほ
ど
の
も
の
悲
し
さ
な
り
。　　
　
　
　
　

（
同
）

　

滝
の
大
き
な
音
と
対
照
的
に
虫
の
声
は
小
さ
い
。
二
重
傍
線
部
の
「
虫
」

は「
草
が
枯
れ
て
隠
れ
場
所
が
な
い
虫
の
姿
は
、頼
る
べ
き
人
が
な
く
な
っ

た
落
葉
の
宮
の
象
徴
」と
見
ら
れ
て
い
る（
引
用
書
頭
注
四
）。な
る
ほ
ど
、

季
節
の
進
行
と
と
も
に
虫
の
声
が
「
鳴
き
弱（
（1
（

」
り
、
つ
い
に
は
季
の
終
末

に
至
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
者
は
、
そ
れ
が
落
葉
の
宮
の
心
細
さ
を
語
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
容
易
に
理
解
で
き
る
。

　

四
月
の
景
色
の
中
で
、
夕
霧
は
秋
の
虫
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
（
引
用

㋬
）。
こ
の
叙
述
は
、
小
野
で
の
落
葉
の
宮
の
境
遇
を
印
象
づ
け
る
「
鳴

き
弱
る
虫
」
を
描
出
す
る
た
め
に
用
意
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
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か
。
だ
が
「
鳴
き
弱
る
虫
」
も
、
つ
い
に
は
鳴
か
な
く
な
る
。
季
節
は
冬
、

夕
霧
は
御
息
所
の
四
十
九
日
の
法
要
を
取
り
し
き
る
。
落
葉
の
宮
は
小
野

の
山
里
で
一
生
を
過
ご
そ
う
と
決
心
す
る
が
、父
朱
雀
院
の
諫
め
も
あ
り
、

思
い
と
ど
ま
る
。
一
方
、
夕
霧
は
宮
が
京
の
一
条
邸
に
移
る
日
を
、
そ
の

日
、と
決
め
て
御
息
所
の
甥
の
大
和
守
に
移
徙
に
と
も
な
う
作
法
を
命
じ
、

邸
の
内
外
を
整
え
さ
せ
る
な
ど
宮
を
迎
え
る
準
備
を
急
ぐ
。
そ
し
て
、
い

よ
い
よ
落
葉
の
宮
が
夕
霧
の
待
つ
一
条
邸
に
帰
る
日
は
時
雨
が
降
っ
て
い

た
。

　

草
む
ら
の
虫
が
「
よ
り
ど
こ
ろ
な
げ
に
鳴
き
弱
」
っ
た
先
に
落
葉
の
宮

を
待
っ
て
い
た
の
は
、
夕
霧
の
思
い
を
受
け
入
れ
る
し
か
生
き
る
す
べ
の

な
い
新
た
な
現
実
で
あ
っ
た
。

　

時
に
は
楽
の
音
や
人
の
声
と
調
和
し
て
風
雅
を
添
え
る
虫
、
人
の
心
を

悲
愁
へ
と
誘
う
虫
、
心
細
さ
を
い
や
増
す
虫
を
作
者
は
描
い
た
。
小
野
に

お
け
る
霧
が
単
な
る
風
景
描
写
に
留
ま
ら
な
い（
（1
（

よ
う
に
、
小
さ
な
虫
の
存

在
と
そ
の
声
も
、
物
語
に
重
大
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　

結
語

　

虫
を
放
ち
、
前
栽
掘
り
を
し
て
ま
で
自
然
と
人
工
と
の
調
和
を
期
し
て

き
た
平
安
貴
族
で
あ
る
が
そ
れ
は
結
局
自
然
を
改
変
す
る
こ
と
に
他
な
ら

な
か
っ
た
。
虫
が
い
な
い
な
ら
「
執
松
虫
・
鈴
虫
、
放
參
堂
之
路
邊
叢
中
」

と
し
、「
其
聲
有
興
」
と
楽
し
む
。
前
栽
が
整
わ
な
い
な
ら
「
殿
上
人
出

嵯
峨
、
掘
前
栽
、
獻
皇
太
后
宮
」
と
し
て
奉
仕
す
る
。
つ
ま
り
、
現
に
な

い
な
ら
、
そ
れ
を
作
為
的
に
で
も
調
え
る
。
の
ち
の
〈
作
庭
の
思
想
〉
に

他
な
ら
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
調
和
（
つ
き
づ
き
し
さ
）
の
思
想
を
尊
重
し
た

時
代
に
、
無
粋
と
い
う
べ
き
か
、
破
天
荒
な
女
房
の
い
た
こ
と
を
報
告
し

て
稿
を
閉
じ
る
。

　
『
十
訓
抄
』
第
一
―
五
六
「
皇
嘉
門
院
の
女
房
虫
の
鳴
く
聲
を
問
ふ
事
」

（
国
史
大
系
本
の
見
出
し
）
で
あ
る
。

　
　

�

同
院
（
皇
嘉
門
院
）、
年
経へ

、
世
変
り
て
の
ち
、
秋
の
夕
暮
に
、
端は
し

近
く
出
で
さ
せ
給
ひ
て
、
前
栽
御
覧
ぜ
ら
れ
け
る
に
、
古
い
に
し
へ

を
思
ひ

出
で
て
、「
三
条
殿
に
、
虫
の
鳴
き
し
こ
そ
」
と
、
仰
せ
出い
だ

さ
れ
た

り
け
れ
ば
、
人
々
静
ま
り
て
、
あ
は
れ
に
思
ひ
あ
へ
り
け
る
に
、
右う

大だ
い

弁べ
ん

と
聞
ゆ
る
人
、
御お

前ま
へ

に
候
ひ
け
る
が
、「
い
か
に
鳴
き
候
ひ
け

る
ぞ
」
と
申
し
た
り
け
れ
ば
、「
い
い
、
と
こ
そ
は
」
と
仰
せ
ら
れ

け
る
に
、
こ
と
さ
め
て
、
御
前
な
る
人
、
わ
ら
ひ
け
り
。

　
　
　

申
し
が
た
き
こ
と
を
、
申
し
た
る
女
房
な
り
。

（
本
文
は
新
編
・
日
本
古
典
文
学
全
集
）
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秋
の
夕
暮
れ
、
皇
嘉
門
院（
（1
（

は
九
条
殿
の
前
栽
を
眺
め
つ
つ
、
崇
徳
天
皇

と
と
も
に
在
っ
た
三
条
殿
の
庭
で
虫
が
鳴
い
て
い
た
こ
と
を
想
い
出
し

た
。
そ
の
こ
と
を
口
に
す
る
と
女
房
た
ち
も
互
い
に
し
ん
み
り
と
思
い
、

静
ま
る
の
だ
っ
た
。
す
る
と
右
大
弁
と
い
う
女
房
が
「
ど
ん
な
声
で
鳴
い

て
い
た
の
で
す
か
」と
尋
ね
た
。場
違
い
な
右
大
弁
の
質
問
で
あ
っ
た
が
、

女
院
は
「
い
い
、
と
こ
そ
は
（
リ
ー
リ
ー
と
鳴
い
た
の
で
す
よ
）」
と
答

え
た
。
院
は
三
条
殿
で
の
懐
か
し
い
思
い
出
に
浸
る
と
同
時
に
、
保
元
の

乱
で
讃
岐
に
配
流
に
な
っ
た
崇
徳
上
皇
の
こ
と
や
、
変
転
す
る
世
の
中
に

思
い
を
廻
ら
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
静
ま
る
べ
き
場
に
発
せ
ら

れ
た
「
い
か
に
鳴
き
候
ひ
け
る
ぞ
」
と
い
う
破
調
の
一
言
に
よ
っ
て
「
わ

ら
ひ
」
が
起
こ
り
、
そ
れ
ま
で
の
「
あ
は
れ
」
の
世
界
は
覆
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
黙
す
る
こ
と
が
共
感
の
表
明
で
あ
る
は
ず
の
こ
の
場
で
、
右
大
弁
は

調
和
を
破
っ
た
の
で
あ
る
。

　

冒
頭
で
人
工
と
自
然
と
の
調
和
こ
そ
が
平
安
貴
族
の
求
め
た
美
学
で
あ

る
旨
を
述
べ
た
が
、
人
と
人
と
の
交
わ
り
に
お
い
て
も
調
和
を
重
ん
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
気
づ
か
せ
る
「
虫
の
音
」
で
あ
っ
た
。

〈
注
〉

（
1
）�

念
誦
堂
完
成
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
太
田
静
六
「
右
大
臣
藤
原
実
資
の
邸
宅
・

小
野
宮
」（『
寝
殿
造
の
研
究
』　

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
七
年
）
に
詳
し
い
。
こ

こ
に
は
治
安
三
年
五
月
以
降
、
人
々
が
訪
れ
た
こ
と
を
示
す
記
事
と
、
細
部
が
調

え
ら
れ
、
完
成
に
近
づ
い
て
い
る
様
を
示
す
記
事
を
引
く
。

　
　
　

①�

五
月
五
日
、
丁
卯
、
…
（
右
頭
中
將
公（
藤
原
）成
）
欲
見
念
誦
堂
者
、
相
引
令
見
、

感
歎
無
極
、

　
　
　

②�　
　

十
日
、
壬
申
、
…
左
頭（
源

中朝
任
）將
來
堂
、
先
仰
勅
命
、
後
見
風
流
、
感
歎
無

極
、

　
　
　

③�　

三
十
日
、
壬
辰
、
廣（
藤
原
）業

相
公
無
指
事
來
、
爰
知
見
念
誦
堂
、
相
伴
向
堂
、

廻
見
云
、
可
謂
一
伽
藍
、
非
流
俗
處
、
一
町
之
内
深
山
絶
域
更
不
知
之
、
還

以
可
奇
、
数
度
感
歎
、
所
陳
多

、
…

　
　
　

④�

六
月
十
九
日
、
辛
亥
、
宰
相
（
資
平
）
來
、
法
性
寺
座
主
慶
命
僧
都
來
語
、

欲
見
小
堂
者
、
仍
相
伴
令
見
、
宰
相
令
從
、
僧
都
感
歎
無
極
、
…

　
　
　

⑤�

七
月
三
日
、
乙
丑
、
…
禪
林
寺
僧
（
深
覚
）正

被
示
送
云
、
大（
済
信
）

僧
正
相
具
今
月
廿
日

比
蜜
［

可
見
念
誦
］
堂
、
報
云
、
聊
結
構
未
了
其
功
、
此
間
光
臨
極
可
無

［
便
欤
］、
九
月
間
僅
可
了
也
、
…

　
（［　

］
内
は
欠
損
文
字
表
記
。
以
下
同
じ
）

　
　
　

⑥�　
　

八
日
、
庚
午
、
廿
日
比
兩（
済
信
・
深
覚
）

僧
正
有
可
來
見
念
誦
堂
之
御
消
息
、
而
未
造

畢
之
間
可
無
便
［
由
令
］
申
達
禪
林
寺
僧
正
了
、
即
有
返
報
、
…

　
　
　

⑦�

八
月
四
日
、
乙
未
、
…
今
日
以
左
兵
衞
志
良（
佐
太
）親

令
畫
堂
東
廊
布
障
子
、

　
　
　

⑧�　

十
一
日
、
壬
寅
、
今
朝
初
於
堂
食
強
飯
・
粥
等
、
宰
相
并
資
高
朝
臣
預
食
、

於
堂
躬
自
念
誦
・
讀
經
、

　
　
　

⑨�　

十
六
日
、
丁
未
、
…
以
外
記
祐
賴
令
書
堂
廊
半
蔀
銘
、〈
三
間
、
書
万
春
樂
〉

伯
耆
守
資
賴
志
雜
物
等
、（
中
略
）
小（
千
古
）女

乘
檳
榔
毛
車
𣆶
景
渡
堂
見
之
、
聊

令
儲
食
、
又
女
房
方
弁
備
細
櫃
破
子
出
、
男
等
方
伯
州
爲
上
首
、

（*

伯
州
…
伯
耆
守
資
賴
）
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①
②
④
の
傍
線
部
「
感
歎
無
極
」
が
印
象
的
で
あ
る
。

（
2
）�
治
安
三
年
八
月
二
十
三
日
条
と
野
筋
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
田
中
正
大
『
日
本

の
庭
園
』（
鹿
島
出
版
会 

一
九
六
七
年
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（
3
）�

平
野
由
紀
子
校
注
。（
犬
養
廉
・
後
藤
祥
子
・
平
野
由
紀
子
校
注
『
平
安
私
家
集
』

新
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収　

岩
波
書
店　

一
九
九
四
年　

三
四
頁
）

（
4
）
注
（
３
）
脚
注
口
語
訳

（
5
）
後
藤
祥
子
校
注
。（
注
（
3
）
と
同
書
。
二
八
七
頁
）

（
6
）
延
長
二
年
（
九
二
四
）
生
。
実
頼
二
男
。
母
は
藤
原
時
平
女
。

（
7
）
注
（
5
）
脚
注
口
語
訳

（
8
）
竹
鼻
績
『
公
任
集
註
釈
』
一
二
二
頁
補
説
。（
貴
重
本
刊
行
会　

二
〇
〇
四
年
）

（
9
）�『
古
今
著
聞
集
』
は
「
嘉
保
二
年
八
月
、
殿
上
人
嵯
峨
野
に
虫
を
尋
ぬ
る
事
」（
巻

第
二
十
「
魚
虫
禽
獣
」）
の
題
で
こ
の
日
の
話
を
載
せ
る
。
虫
籠
が
「
む
ら
ご
の

糸
に
て
か
け
た
る
虫
の
籠
」
と
あ
る
こ
と
、
蔵
人
弁
時
範
が
馬
上
で
題
を
奉
っ
た

こ
と
（
題
「
野
径
に
虫
を
尋
ぬ
」）、
虫
は
「
野
中
に
い
た
り
て
、
僮
僕
を
ち
ら
し

て
と
ら
せ
」
た
こ
と
、「
十
余
町
ば
か
り
は
、
お
の
お
の
馬
よ
り
お
り
、
歩
行
せ

ら
れ
」
た
と
あ
る
な
ど
違
い
を
見
せ
る
が
、
合
わ
せ
て
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
10
）�

注
（
8
）
前
掲
書
一
二
九
頁
補
説
。『
権
記
』
の
用
例
「
寛
仁
元
年
八
月
二
十
一

日
条
」
に
つ
い
て
は
『
権
記
二
・
帥
記
』（
増
補
史
料
大
成
五　

臨
川
書
店　

一
九
六
五
年
）
の
『
権
記
〈
補
遺
〉』
に
拠
る
。

（
11
）�

飯
塚
ひ
ろ
み
「
歌
こ
と
ば
「
女
郎
花
」
考
―
そ
の
「
移
動
」
と
「
前
栽
掘
り
」、

そ
し
て
「
歌
合
」
と
の
関
係
―
」（『
日
本
語
日
本
文
学
』
第
十
八
号　

同
志
社
女

子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会　

二
〇
〇
六
年
六
月
）

（
12
）�『
中
右
記
』
嘉
保
二
年
八
月
二
十
八
日
条
に
、
白
河
上
皇
の
鳥
羽
殿
で
行
わ
れ
た

前
栽
合
の
こ
と
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、「
上
皇
御
瘧
病
之
間
強
有
此
興
、
世
人

不
甘
心
歟
」と
あ
る
。す
で
に
二
十
五
日
条
に「
今
日
上
皇
御
瘧
病
令
發
御
云

」、

二
十
七
日
条
に
「
上
皇
又
令
發
御
云

」
と
見
え
て
お
り
、
御
悩
（
瘧
病
）
で
あ

る
に
も
拘
わ
ら
ず
強
行
さ
れ
た
こ
と
に
世
人
は
感
心
し
な
か
っ
た
。
な
お
、
こ
の

前
栽
合
で
も
虫
を
捕
っ
て
進
上
し
た
こ
と
が
「
右
方
取
虫
入
小
籠
進
、
頗
有
逸
興
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、『
古
今
著
聞
集
』「
嘉
保
二
年
八
月
、
白
河
上
皇
鳥
羽
殿
に
し

て
前
栽
合
せ
の
事
」（
巻
十
九
「
草
木
」）
に
は
「
右
方
、
虫
を
籠
に
入
れ
て
二
籠

奉
り
た
り
け
り
。
そ
の
籠
に
も
歌
を
つ
け
た
り
。
虫
の
声
も
聞も
ん

に
入
り
て
、
い
と

興
あ
る
事
な
り
け
り
」
と
見
え
る
。

（
13
）『
公
任
集
』
脚
注
。
注
（
3
）
と
同
書
。

（
14
）�

萩
谷
朴
「
紫
式
部
と
鈴
虫
と
小
野
宮
實
資
」『
国
語
と
国
文
学
』
三
十
三
巻
七
号 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会　

一
九
五
六
年
七
月

（
15
）�

萩
谷
朴
編
著
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』（
第
二
巻
）
同
朋
舎　

一
九
七
九
年
復
刊
第

一
刷

（
16
）「
前
栽
掘
り
」
の
例
を
『
伊
勢
集
』『
公
任
集
』
か
ら
引
く
。

　
　
　

①　

�

き
さ
き
の
御
心
、
か
ぎ
り
な
く
な
ま
め
き
て
、
世
に
た
と
へ
む
か
た
な
く

な
む
お
は
し
ま
し
け
る
。
こ
の
（
伊
勢
）人

、
曹
司
に
、
前
栽
を
か
し
う
植
ゑ
て
な

む
住
み
け
る
を
、
秋
、
里
に
ま
か
り
い
で
た
り
け
る
に
、（
后
宮　

温
子
）

「
な
ど
か
今
ま
で
は
参
ら
ぬ
。
お
そ
く
参
る
め
れ
ば
、
曹
司
の
松
虫
も
な

き
止や

み
、
花
ざ
か
り
も
す
ぎ
ぬ
べ
し
」
と
の
た
ま
は
せ
た
れ
ば
、
御
か
へ

り
に
き
こ
え
さ
す
る

　
　

二
八　

松
虫
も
鳴
き
や
み
ぬ
な
る
秋
の
野
に
誰た
れ

呼
ぶ
と
て
か
花
見
に
も
来
む

（『
伊
勢
集
』）

　
　
　

②　

中
宮
の
御
前
に
前
栽
植
ゑ
さ
せ
給
ふ
日
、
秋
の
花
を
植
う
と
い
ふ
題
を

　
　

一
〇
四　

松
虫
の
音
を
た
づ
ね
て
や
掘
り
つ
ら
ん
の
ど
け
く
見
ゆ
る
秋
の
花
か
な 

（『
公
任
集
』）

　
　

�「
中
宮
」
は
公
任
の
姉
、
円
融
天
皇
の
中
宮
遵
子
（
天
徳
元
年
〈
九
五
七
〉
～ 

寛

仁
元
年
〈
一
〇
一
七
〉。
天
元
五
年
（
九
八
二
）
三
月
十
一
日
中
宮
。
正
暦
元
年

（
九
九
〇
）
十
月
五
日
皇
后
と
な
る
ま
で
の
間
「
中
宮
」）。
公
任
ら
も
中
宮
の
た

め
に
嵯
峨
野
へ
前
栽
を
掘
り
に
出
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
。「
秋
の
花
を
植
う
」
と

い
う
題
で
詠
歌
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
相
応
の
人
数
が
考
え
ら
れ
る
。『
公
任
集
』
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に
は
「
女
郎
花
ほ
り
て
い
く
所
の
有
け
る
を
…
」（
八
八
番
歌
詞
書
）
も
見
え
る
。

遡
っ
て
『
在
中
将
集
』
の
「
き
さ
い
の
宮
の
菊
め
し
け
る
に
、
ほ
り
て
た
て
ま
つ

る
と
て
（
詞
書
）」「
植
ゑ
し
う
ゑ
ば
秋
な
き
時
や
咲
か
ざ
ら
む
花
こ
そ
散
ら
め
根

さ
へ
枯
れ
め
や
」
が
『
古
今
和
歌
集
』
巻
第
五
秋
歌
下
、『
大
和
物
語
』
一
六
三
段
、

『
伊
勢
物
語
』
五
十
一
段
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
。『
伊
勢
物
語
』
で
は
、「
昔
、
男
、

人
の
前
栽
に
菊
う
ゑ
け
る
に
」
と
あ
り
、
頼
ま
れ
て
人
の
前
栽
に
長
寿
を
象
徴
す

る
菊
を
植
え
、
そ
の
挨
拶
と
し
て
慶
賀
の
気
持
ち
を
歌
に
し
て
い
る
。
道
長
等
に

よ
る
皇
太
后
彰
子
の
た
め
の
催
し
以
前
に
「
前
栽
掘
り
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

（
17
）�『
紫
式
部
集
』（
新
潮
日
本
古
典
集
成
）
の
冒
頭
「
め
ぐ
り
あ
ひ
て
見
し
や
そ
れ
と

も
わ
か
ぬ
ま
に
雲
が
く
れ
に
し
よ
は
の
月
か
な
」
に
続
く
二
番
歌
を
引
く
。

　
　
　
　

�

そ
の
人
、
と
ほ
き
所
へ
い
く
な
り
け
り
。
秋
の
果
つ
る
日
き
て
、
あ
か
つ
き

に
虫
の
声
あ
は
れ
な
り
。

　
　

鳴
き
よ
わ
る
ま
が
き
の
虫
も
と
め
が
た
き
秋
の
別
れ
や
か
な
し
か
る
ら
む

（『
千
載
和
歌
集
』
巻
第
七
「
離
別
」
に
も
載
る
）

　
　

�　

幼
な
友
達
だ
っ
た
人
と
の
別
れ
を
詠
ん
だ
娘
時
代
の
歌
に
見
え
る
「
鳴
き
弱
る

虫
」
で
あ
る
。
ま
た
三
首
め
の
「
露
し
げ
き
よ
も
ぎ
が
中
の
虫
の
音
を
お
ぼ
ろ
け

に
て
や
人
の
尋
ね
む
」
に
も
「
虫
の
音
」
が
あ
る
。「
虫
の
声
・
虫
の
音
」
は
紫

式
部
が
意
欲
的
に
物
語
に
取
り
入
れ
た
素
材
と
思
わ
れ
る
。同
時
代
の
歌
に
は「
鳴

き
弱
る
虫
」
は
多
く
な
い
。
目
を
引
く
二
首
を
あ
げ
る
。

　
　
　
　

�

あ
る
山
て
ら
に
て
、
む
し
の
こ
ゑ
ご
ゑ
に
な
く
を
き
ゝ
て

　
　

六
四　

�

な
き
よ
は
る
む
し
の
こ
ゑ
ご
ゑ
き
く
と
き
は
ち
ゝ
に
も
の
こ
そ
か
な
し
か

り
け
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
道
信
朝
臣
集
』）

　
　

二
三　

�

秋
風
に
こ
ゑ
よ
は
り
行
く
す
ゝ
む
し
の
つ
ゐ
に
は
い
か
に
な
ら
む
と
す
ら

む　
　
　
　
　
　
（『
匡
衡
集
』・『
後
拾
遺
和
歌
集
』
巻
第
四
「
秋
歌
上
」）

　
　

�

八
代
集
に
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い「
鳴
き
弱
る
虫
」も
、の
ち『
玉
葉
和
歌
集
』（
正

和
元
年〈
一
三
一
二
〉成
立
）の「
秋
歌
下
」に
は
ほ
ぼ
連
続
し
て
見
え
る（
八
一
〇

～
一
四
、八
一
九
）
な
ど
多
く
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
す
で
に
源
俊
頼
の
『
散

木
奇
歌
集
』（
大
治
三
年
〈
一
一
二
八
〉
頃
成
立
）
に
は
「
鳴
き
弱
る
虫
」
を
素

材
と
し
て
い
る
歌
（
四
二
七
・
四
二
八
）
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
四
二
六
番
歌
を

引
い
て
お
く
。

　
　
　
　

�

虫
為
二
夜
友
一

　
　
　

�

秋
の
よ
を
誰
と
ゝ
も
に
や
あ
か
す
ら
ん
虫
の
音
き
か
ぬ
人
に
と
は
ば
や

（
第
三　

秋
部
）

　
　

�

詞
書
の
よ
う
に
、
虫
を
、
長
い
夜
を
明
か
す
友
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。『
古
今
和

歌
集
』の「
秋
の
野
に
人
松
虫
の
声
す
な
り
我
か
と
ゆ
き
て
い
ざ
と
ぶ
ら
は
む（
秋

歌
・
上
二
〇
二
）」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
松
・
待
つ
」
と
い
う
修
辞
上
の
要
請

か
ら
離
れ
た
「
心
の
友
と
な
り
得
る
虫
」
の
よ
う
に
、
時
代
の
下
降
と
と
も
に
素

材
と
し
て
の
「
虫
」
の
捉
え
方
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。

（
18
）�

上
坂
信
男
「
小
野
の
霧
・
宇
治
の
霧
―
源
氏
物
語
心
象
研
究
断
章
―
」
は
「
夕
霧
」

巻
に
用
い
ら
れ
る
霧
の
象
徴
的
意
味
を
論
じ
て
い
る
（『
源
氏
物
語
Ⅰ
』
日
本
文

学
研
究
資
料
叢
書　

有
精
堂
一
九
六
九
年
）。
引
用
書
（
新
編
・
日
本
古
典
文
学

全
集
四
）頭
注
三
一
は「
こ
の
巻
の
、夕
霧
が
落
葉
の
宮
を
訪
問
す
る
場
面
に「
霧
」

を
配
す
る
自
然
描
写
が
顕
著
で
あ
る
。「
霧
」は
、人
の
理
性
・
分
別
を
と
り
こ
め
、

か
つ
見
境
の
な
い
煩
悩
の
象
徴
と
し
て
立
ち
現
れ
る
」
と
す
る
。

（
19
）�

藤
原
聖
子　

父
は
摂
政
関
白
、藤
原
忠
通
、母
は
権
大
納
言
藤
原
宗
通
の
女
宗
子
。

保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
～
養
和
元
年
（
一
一
八
一
）。
大
治
四
年
（
一
一
二
九
）

入
内
（
時
に
八
歳
。
保
安
四
年
二
月
、
五
歳
で
即
位
し
た
崇
徳
天
皇
は
一
一
歳
）。

同
五
年
中
宮
。
久
安
六
年
（
一
一
四
一
）
院
号
宣
下
、
皇
嘉
門
院
と
号
す
。

〈
付
記
〉

　
『
源
氏
物
語
』「
蛍
」
巻
に
お
い
て
、
ホ
タ
ル
の
光
で
几
帳
の
傍
ら
に
い
る
玉
鬘
の
姿

が
照
ら
し
出
さ
れ
る
場
面
も
同
断
で
あ
る
が
、
い
ま
は
措
く
。


